第9回　施設処遇検討会議　議事録

H21.6.1　13:30～15:00

青山荘交流室

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　出席者：秋山S.G.M・小笠原嘉紀・末政絵美・三浦とし子・兵藤拓明・福士一・竹内一貴　中村文洋・　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　須々田珠実・馬渕豊子・向奈津美・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(欠席者：千葉Ｃ.Ｅ.Ｏ・上平ユリ子・小坂和子・長谷部S.G.M)
記　録：小笠原　嘉紀

議題

１：板橋利美様(青山荘入所者様)の処遇について

２：助川　隼人様（青明舎利用者様）の処遇について

1：板橋　利美様(青山荘入所者様)の処遇について

病名：統合失調症　　　　合併症：糖尿病（18単位）　両変性膝関節症（室岡整形外科受診中）

<問題点>

健康管理・継続（　糖尿病・両変性膝関節症　）⇒　散歩・体重測定

①　足の筋力増強の目的から、朝の掃除後、職員見守りで散歩を行うこととしている。

②　散歩中や散歩後の休憩を取ることを促し、無理のない運動を続けるよう促す。

③　体調を見ながら、散歩をするかしないかや散歩の距離を短くするなど対応を変えていく。

④　散歩を続けることへの不満や悩みがないか、話しやすい場を作り。

⑤　毎週木曜日に体重測定を行い、体重の増減について変化を捉えていく。

⑥　体重を減らす為に、絶食や食事を偏って摂っていないか確認と見守りをしていく。

毎日の保清・継続　⇒　　着替え（汚れの判断）・洗濯物干し方

①　衣類の汚れについて、臭いがするしないではなく、しみなどの汚れが見えるか見えないかを判断基準にしている事がある。そのため、保清に関し、衛生教室を行い、清潔・不潔の現実検討能力の向上を図っていく。

②　散歩から帰ってきたときなど、着替えの促しや声掛けを行い、自ら定期的に保清を行っていけるよう習慣づけを図っていく。

③　デイケア通所、外出時は職員が身だしなみを確認し、出来ている場合には評価し、継続して取り組めるようにする。

④　洗濯物の乾燥について、乾燥機の使用を促していく。

〈評価〉

保清面については今後も、本人へ声かけをしていき自ら保清を習慣づけができるように支援を行なっていく。もし担当スタッフのみで指導することが難しいのであればＳＧＭと一緒に本人の指導に入ることも検討していく。

体調管理については体重が増えつづけることによってさらに歩行が困難となり、本人の希望するグループホームへの入所も難しくなっていくことも説明し、運動の促しを行なっていく。また体重を落とす為に絶食し、倒れた経験もあることから間食などを減らし、運動によって月に0.5～1キロずつ減量していくのが望ましい。体重が増える要因として、お小遣いで間食していることが挙げられるため、体重が減らないようであれば金銭管理を視野に入れて支援していかなければいけないことを本人に説明していく。特に今年に入ってからの体重増加が著しい事から各関係機関（デイケア・主治医）と情報を共有し今後の本人の支援について検討を行なっていく。

２：助川　隼人様（青明舎利用者様）の処遇について
病名：統合失調症（病識はなし）　　　　合併症：なし

<問題点>

生活支援

①病状について

· 病識が無いこともあり、本人の状態を確認し状態の変化があった場合は迅速に医療機関との連携を図る。

②ストレス、悩みに対して

· 性格上、悩み（作業、対人関係など）について相談できないことが考えられるため、本人との信頼関係を構築しつつ、定期的な面談を設定することで相談しやすい環境を提供する。

· 二姉からの接触があった場合、関係機関と連携して介入する。（保健師との姉宅訪問など）

※保護者である長姉には定期的に本人の状況を報告する。

③生活の乱れに対して

· 就労訓練やデイケアを利用することによって生活リズムを整える。生活リズムが乱れた場合、原因を明確にして対処する。

④金銭管理について

· 今後も浪費による経済的な問題が考えられるため、金銭使途について確認を継続する。必要に応じて小遣い帳の使用も検討していく。

就労支援

· 就労移行支援の正式利用を勧めていき、うみねこ幸房での支援計画に沿った訓練を実施。職務能力や対人技能の向上を目指す。

· 定期的な面談により本人の状態を確認。能力に合わせた作業を送ることで無理なくステップアップできるよう、必要に応じてうみねこ幸房での支援計画の変更を求め、作業環境（時間、作業内容）を調整する。

· 万が一うみねこ幸房での訓練が困難となった場合はパンションリヴィエラでの社会適応訓練への移行を検討する。

※訓練終了後は本人の能力にあった職場で就職できるよう支援する。

〈評価〉

金銭面については、浪費傾向があることやニ姉が金銭を要求に来る恐れがあることから金銭使途についての確認を継続していく。

本人はパンションリヴィエラに入所したまま就労したいという希望があり、現在、うみねこ幸房で5/18からチラシ配り作業を行っている。知的障害、統合失調症の症状などどの部分についても境界の領域となっていることから今後、本人のうみねこ幸房での状態に合わせて支援目標を決定していく。

その他

青風荘の処遇検討は担当者の資料作成が間に合わなかった為、今回は検討を行なう事ができない。今後、同じ事が起こらないように注意すること。







